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試験説明の様子

現役隊員との懇談による不安の解消

居住施設の説明を受ける入隊予定者

出
陣
式

任
務
完
遂
を
誓
う

だるまに目入れをする本部長

募
集
課

受付中の受験者

「未
来
を
守
る
自
衛
官
」を
目
指
し
て

入
隊
予
定
者
の
教
育
隊
研
修

募
集
課

任務完遂を誓う部員による勝鬨

令
和
3
年
3
月
15
日
（
月
）
付
を
も
っ
て
、

第
9
代
自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力
本
部
長
に
古

賀
1
佐
が
着
任
し
、
同
日
、
地
本
本
部
に
お

い
て
、
着
任
行
事
を
行
っ
た
。

本
行
事
で
は
、
全
部
員
が
地
本
本
部
に
集

合
し
、
引
き
締
ま
っ
た
空
気
の
中
、
参
列
部

隊
指
揮
官
の
副
本
部
長
が
着
任
本
部
長
を
紹

介
し
た
。

古
賀
本
部
長
は
、
整
列
し
た
全
部
員
に
対

し
、
統
率
方
針
で
あ
る
「
任
務
完
遂
」
及
び

要
望
事
項
で
あ
る
「
連
携
と
創
造
」
、
「
明

る
く
、
楽
し
く
、
前
向
き
に
」
に
つ
い
て
訓

示
し
た
。

22年3月 東部方面総監部人事部
（朝 霞）

24年7月 第８師団司令部第４部長
（北熊本）

27年8月 北部方面総監部装備部
後方運用課長
（札 幌）

29年8月 第５普通科連隊長
（青 森）

31年3月 東千歳駐屯地業務隊長
（東千歳）

氏 名 古 賀 博 彦

出身地 福岡県

学 歴 防衛大学校３３期

着任本部長の紹介

主要補職

着任の紹介を受ける古賀本部長

佐
賀
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
古
賀
1
陸
佐
）
は
、
4
月

8
日
（
月
）
、
令
和
3
年
度
出
陣
式
を
行
っ
た
。

出
陣
式
に
は
、
出
張
所
、
地
域
事
務
所
の
所
長
・
広
報
官
と

援
護
セ
ン
タ―

の
援
護
係
及
び
本
部
要
員
の
他
、
防
衛
協
会
、

隊
友
会
、
家
族
会
、
募
集
相
談
員
連
合
会
及
び
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の

会
長
等
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
実
施
し
た
。

式
中
、
古
賀
本
部
長
の
訓
示
で
は
、
着
隊
業
務
に
携
わ
っ
た

広
報
官
等
へ
の
労
い
、
募
集
・
援
護
環
境
の
現
状
、
昨
年
度
の

成
果
、
各
協
力
団
体
・
学
校
・
企
業
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
述

べ
る
と
と
も
に
「
佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
相
互
の
連
携
と
創
造

に
よ
り
、
令
和
3
年
度
の
各
種
目
標
を
必
ず
達
成
す
る
こ
と
を

信
ず
る
。
」
と
の
言
葉
で
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
他
、
広
報
官
・
援
護
係
の
代
表
に
よ
る
決
意
表
明
、
目

標
達
成
を
誓
う
た
め
の
ダ
ル
マ
へ
の
目
入
れ
、
勝
鬨
、
車
両
の

出
発
式
等
の
一
連
の
行
事
を
実
施
し
た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
「
各
種
目
標
に
向
か
っ
て
一
層
の

努
力
を
誓
い
、
目
標
達
成
を
目
指
す
。
」
と
し
て
い
る
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
３
月

２
日
（
火
）
航
空
自
衛
隊
防
府
南

基
地
、
３
月
10
日(

水)

及
び
３

月
11
日
（
木
）
陸
上
自
衛
隊
久

留
米
駐
屯
地
に
お
い
て
、
自
衛
隊

入
隊
予
定
者
の
教
育
隊
研
修
を
実

施
し
た
。

入
隊
予
定
者
は
、
は
じ
め
に
教

育
隊
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、

教
育
隊
施
設
の
見
学
等
を
行
っ
た
。

特
に
、
現
役
の
若
手
隊
員
と
の

懇
談
に
お
い
て
は
、
疑
問
点
や
不

安
事
項
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

質
問
し
、
ま
た
寮
生
活
の
確
認
な

ど
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

参
加
し
た
入
隊
予
定
者
か
ら
は

「
現
役
隊
員
の
方
と
、
直
接
お
話

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
令
和

２
年
度
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
（
一
般
）
の
採
用
試
験
を

実
施
し
た
。

1
月
23
日(

土)

及
び
24
日

(

日)

に
第
1
次
試
験
、
2
月
6

日(

土)

に
第
2
次
試
験
を
、
県

内
５
か
所
の
会
場
に
お
い
て
行
っ

た
。高

等
工
科
学
校
は
、
将
来
、
陸

上
自
衛
隊
に
お
い
て
高
機
能
化
・

シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品
を
運

用
す
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に

お
い
て
も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で

き
る
自
衛
官
を
養
成
し
教
育
を
す

る
陸
上
自
衛
隊
の
学
校
で
あ
り
、

３
学
年
を
修
了
す
る
と
、
防
衛
省

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
衛
大
学
校

学
生
等
の
受
験
も
で
き
る
。

当
日
の
受
験
者
た
ち
は
、
張
り

詰
め
た
空
気
の
中
、
緊
張
の
面
持

ち
で
は
あ
る
も
の
の
一
生
懸
命
に

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
及
び
身
体

検
査
に
臨
み
、
最
後
ま
で
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
「
今

後
と
も
各
種
目
募
集
・
採
用
業
務

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
」

と
し
て
い
る
。

が
出
来
て
不
安
が
軽
減
さ
れ

た
。
」
「
実
際
に
生
活
す
る
居
住

施
設
な
ど
が
見
学
で
き
て
、
実
感

が
湧
い
た
。
」
と
の
感
想
を
い
た

だ
い
た
。

当
研
修
の
実
施
に
よ
り
、
教
育

隊
へ
の
理
解
を
深
め
、
入
隊
予
定

者
の
疑
問
点
や
不
安
事
項
を
払
拭

で
き
た
。
ま
た
入
隊
予
定
者
同
士

の
親
睦
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
も

な
り
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、

「
教
育
隊
研
修
は
、
入
隊
へ
の

不
安
を
解
消
す
る
重
要
な
機
会

で
あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
採

用
広
報
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。
」
と
し
て
い
る
。

第
９
代
自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力
本
部
長

古
賀
博
彦
１
等
陸
佐
着
任

決意表明｛目標達成！！」

援護代表 広報官代表



事務所等 住 所 電話番号

本 部
〒８４０－００４７
佐賀市与賀町２－１８

０９５２－２４－２２９１

唐 津 出 張 所
〒８４７－００８５
唐津市和多田本村１－７

０９５５－７２－８６９７

武雄地域事務所
〒８４３－００２３
武雄市武雄町大字昭和４３－１５

０９５４－２３－８３０４

鳥栖地域事務所
〒８４１－００３７
鳥栖市本町１－９６２－１

０９４２－８３－４０７７

佐賀募集案内所
〒８４０－０８０３
佐賀市栄町３―５１

０９５２－２５－６７００

【
離
任
本
部
長
】

１
等
陸
佐

安
藤

和
幸

（
神
町
駐
屯
地
業
務
隊
長
へ
）

令
和
３
年
３
月
15
日
付

定
期
異
動
【転
出
・退
職
】

【
転
出
者
紹
介
】

●
２
等
陸
佐

小
林

郁
扶

（
西
部
方
面
総
監
部
へ
）

●
1
等
陸
尉

中
山

悟

（
石
川
地
方
協
力
本
部
へ
）

●
1
等
陸
尉

黒
木

豊

（
湯
布
院
駐
屯
地
業
隊
へ
）

●
２
等
空
曹

竹
下

彰
範

（
西
部
航
空
警
戒
管
制
団
へ
）

●
２
等
陸
曹

馬
場
﨑

恵
美

（
相
浦
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

●
２
等
陸
曹

小
坂

若
葉

（
西
部
方
面
会
計
隊
へ
）

●
２
等
陸
曹

石
井

將
祥

（
第
９
施
設
群
へ
）

以
上
令
和
３
年
３
月
15
日
付

●
防
衛
事
務
官

山
口

正

（
埼
玉
地
方
協
力
本
部
へ
）

●
防
衛
事
務
官

岡
田

公
博

（
自
衛
隊
熊
本
病
院
へ
）

●
防
衛
事
務
官

丸
山

祐
司

（
九
州
補
給
処
へ
）

●
防
衛
事
務
官

金
澤

真
由
美

（
竹
松
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

以
上
令
和
３
年
４
月
１
日
付

【
退
職
者
紹
介
】

●
援
護
課

非
常
勤
務
隊
員

古
田

和
俊

●
募
集
課

非
常
勤
務
隊
員

田
中

千
香
子

非
常
勤
務
隊
員

大
竹

和
奏

以
上
令
和
３
年
３
月
31
日
付

【
転
入
者
紹
介
】

●
海
曹
長

荒
木

知
治

（
第
８
護
衛
隊
か
ら
）

令
和
３
年
２
月
１
日
付

●
２
等
陸
佐

田
村

大
二
郎

（
第
２
高
射
特
科
群
か
ら
）

●
１
等
陸
尉

立
見

広
幸

（
西
部
方
面
総
監
部
か
ら
）

●
１
等
陸
尉

山
下

浩
義

（
第
２
高
射
特
科
団
か
ら
）

●
１
等
陸
尉

猿
渡

貴
憲

（
第
40
普
通
科
連
隊
か
ら
）

●
陸
曹
長

末
永

公
孝

（
九
州
補
給
処
か
ら
）

●
１
等
空
曹

俵
野

宏

（
航
空
救
難
団
か
ら
）

●
２
等
陸
曹

副
島

暢
晃

（
第
19
普
通
科
連
隊
か
ら
）

●
２
等
陸
曹

井
上

誠
一

（
第
３
高
射
特
科
群
か
ら
）

●
２
等
陸
曹

中
島

智
洋

（
西
部
方
面
会
計
隊
か
ら
）

以
上
令
和
３
年
３
月
15
日
付

●
防
衛
事
務
官

野
中

勝
彦

（
島
根
地
方
協
力
本
部
か
ら
）

●
防
衛
事
務
官

松
本

祐
治

（
九
州
補
給
処
か
ら
）

●
防
衛
事
務
官

山
内

英
次
郎

（
北
熊
本
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
）

●
防
衛
事
務
官

荒
木

信
太
郎

（
陸
上
幕
僚
監
部
か
ら
）

●
防
衛
事
務
官

大
野

健
作

（
西
部
方
面
総
監
部
か
ら
）

【
再
任
用
採
用
者
紹
介
】

●
防
衛
事
務
官

西
村

禎
浩

以
上
令
和
３
年
４
月
１
日
付

【
新
規
採
用
者
紹
介
】

●
防
衛
事
務
官

古
賀

遼

●
非
常
勤
務
隊
員

大
久
保

裕
子

以
上
令
和
３
年
４
月
１
日
付

定
期
異
動
【転
入
】・新
規
採
用

インスタグラム ツイッター ホームページ

佐賀地方協力本部

色々な活動状況やイベントの告知と試験案内を配信してします。

下のＱＲコードから！！！



グータッチでの転出者見送り

新
規
採
用

防
衛
事
務
官
の
入
省

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
２

月
12
日
（
金
）
及
び
２
月
13
日

（
土
）
の
２
日
間
、
海
上
自
衛

隊
鹿
屋
基
地
に
お
い
て
、
海
上

自
衛
隊
航
空
学
生
入
校
予
定
者

の
部
隊
研
修
を
実
施
し
た
。

１
日
目
は
、
鹿
屋
基
地
所
属

の
現
役
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
ら
、
航

空
学
生
の
概
要
説
明
や
Ｔ
Ｈ-

１
３
５
ヘ
リ
、
Ｓ
Ｈ―

60
Ｋ
ヘ

リ
の
説
明
を
行
い
、
２
日
目
は
、

鹿
児
島
地
方
協
力
本
部
と
合
同

で
Ｐ―

１
哨
戒
機
の
見
学
等
を

行
っ
た
。

入
校
予
定
者
か
ら
は
、｢

海

上
自
衛
隊
の
回
転
翼
機
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
り
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
練
習
機
と
し
て
操

縦
す
る
Ｔ
Ｈ―

１
３
５
ヘ
リ
や
、

部
隊
配
置
後
に
操
縦
す
る
か
も

し
れ
な
い
Ｓ
Ｈ―

60
Ｋ
ヘ
リ
な

ど
を
見
学
で
き
て
イ
メ―

ジ

ア
ッ
プ
が
で
き
た
。
」
と
の
声

を
い
た
だ
い
た
。

入
校
予
定
者
が
、
現
役
パ
イ

ロ
ッ
ト
か
ら
航
空
機
の
説
明
や

体
験
談
を
聞
く
機
会
を
得
る
事

で
、
入
校
に
関
す
る
不
安
解
消

や
入
隊
後
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、

「
部
隊
見
学
は
入
隊
へ
の
不
安

を
解
消
す
る
大
変
重
要
な
機
会

で
あ
る
た
め
、
今
後
も
部
隊
と

密
接
に
連
携
し
て
、
合
格
後
の

採
用
広
報
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
」
と
し
て
い
る
。

現役パイロットからＴＨ-１３５ヘリの説明

Ｐ－１航空機搭乗員との記念撮影

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
２
月

４
日
（
木
）
、
唐
津
第
五
中
学
校

に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
の
学
校

安
全
総
合
支
援
事
業
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
た
防
災
教
育
を
支
援

し
た
。

当
日
は
、
１
学
年
の
生
徒
約
1

３
０
名
に
対
し
、
簡
易
補
助
担
架

作
成
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
実

習
や
防
災
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
を

行
っ
た
。

実
習
で
は
、
竹
や
毛
布
を
使
っ

た
簡
易
補
助
担
架
を
作
成
し
、
実

際
に
人
を
運
ん
で
み
た
り
、
救
助

活
動
な
ど
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
の
結

び
方
等
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
、

災
害
に
役
立
つ
知
識
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
い
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
実
際
に

災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
は
、
今
日

習
っ
た
こ
と
を
活
か
し
た
い
。
」

「
ロ
ー
プ
の
結
び
方
は
、
普
段
の

生
活
に
も
活
か
し
て
い
き
た

い
。
」
等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、
制
服
の
試
着
体
験
や
展

示
車
両
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り

込
む
な
ど
、
中
学
生
の
元
気
一
杯

な
姿
に
支
援
に
参
加
し
た
地
本
部

員
も
元
気
を
い
た
だ
い
た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
「
今

後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

自
衛
隊
及
び
自
衛
官
へ
の
理
解
を

深
め
て
頂
け
る
よ
う
に
努
め
て
い

く
。
」
と
し
て
い
る
。

中
学
校
防
災
教
育
で
自
衛
隊
豆
知
識
を
実
演

簡易補助担架で搬送する生徒たち

ロープワーク実習の様子

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
4

月
1
日
（
木
）
、
令
和
3
年
度

新
規
採
用
の
防
衛
事
務
官
の
入
省

式
を
行
っ
た
。

本
入
省
式
で
は
、
部
員
約
70

名
を
前
に
、
本
部
長
か
ら
辞
令
書

を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
力
強
い

宣
誓
が
行
わ
れ
た
。

宣
誓
を
し
た
新
規
採
用
防
衛
事

務
官
は
、
地
方
協
力
本
部
の
部
員

を
前
に
、
や
や
緊
張
ぎ
み
で
あ
っ

た
が
「
早
く
環
境
に
慣
れ
、
皆
様

と
一
緒
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。
」
と
自
衛

隊
勤
務
の
第
一
歩
と
し
て
の
抱
負

を
述
べ
た
。

ま
た
、
同
行
事
の
写
真
と
本
部

長
か
ら
お
祝
い
の
手
紙
を
ご
両
親

に
送
り
、
ご
家
族
と
の
連
携
を

図
っ
た
。

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
「
逐

次
、
自
衛
隊
の
こ
と
を
広
く
知
っ

て
も
ら
い
、
明
る
く
、
楽
し
く
、

大
事
に
育
て
て
行
く
こ
と
を
念
頭

に
業
務
に
励
む
と
と
も
に
、
隊
員

ご
家
族
と
の
連
携
を
図
っ
て
行

く
。
」
と
し
て
い
る
。

宣誓を実施する新規採用防衛事務官 本部長から辞令書交付

航
空
学
生
入
校
予
定
者
の
部
隊
研
修
を
実
施

５万Km無事故表彰 樋口陸曹長

臨時勤務終了の角陸士長（鳥栖地域事務所）１１年間の非常勤務隊員！お疲れ様でした！

カンペがあっても噛む！！送る言葉

新規採用の防衛事務官ですっ！

高校時代の同級生が転入してきました！（写真右）

茶がゆ会での用意しためざしです！量が？多すぎ？

数十年ぶりの再会！
お互い？｡｡｡笑

本部長 初度巡視

明るく！楽しく！前向きに！だな！



学
校
授
業
の
一
環
で
自
衛
隊
説
明
会

基
山
町
・吉
野
ヶ
里
町
に
お
け
る
入
隊
激
励
会

学
校
説
明
会
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ

地
元
自
治
体
へ
入
隊
予
定
者
を
紹
介

予
備
自
衛
官
協
力
事
業
所
へ

防
衛
大
臣
任
定
証
及
び

地
方
協
力
本
部
長
認
定
証
を
交
付

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
2

月
16
日(

火)

、
小
城
市
に
所
在

す
る
予
備
自
衛
官
等
協
力
事
業
所
、

2
月
17
日(

水)

佐
賀
在
住
の
即

応
予
備
自
衛
官
を
雇
用
す
る
佐
賀

市
の
事
業
所
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
を
訪
問
し
、
予
備
自
衛
官
等
協

力
事
業
所
表
示
制
度
に
お
け
る
防

衛
大
臣
及
び
地
方
協
力
本
部
長
認

定
証
を
交
付
し
た
。

本
制
度
は
、
予
備
自
衛
官
等
の

雇
用
を
通
じ
、
社
会
貢
献
を
果
た

し
て
い
る
事
業
所
を
防
衛
省
と
し

て
認
定
し
称
揚
す
る
こ
と
に
よ
り
、

予
備
自
衛
官
等
制
度
に
対
す
る
社

会
的
な
関
心
と
理
解
を
深
め
、
予

備
自
衛
官
等
制
度
の
円
滑
な
運
用

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。防

衛
大
臣
の
予
備
自
衛
官
等
協

力
事
業
所
に
認
定
さ
れ
た
の
は
、

佐
賀
県
小
城
市
に
所
在
す
る
株
式

会
社
中
島
工
務
店
。

株
式
会
社
中
島
工
務
店
は
、
即

応
予
備
自
衛
官
を
１
名
、
予
備
自

衛
官
を
２
名
雇
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

代
表
取
締
役
の
中
島
氏
は
、
即

応
予
備
自
衛
官
・
予
備
自
衛
官
を

雇
用
し
て
い
る
企
業
と
し
て
、

「
自
衛
隊
と
地
域
社
会
を
繋
ぐ
懸

け
橋
と
な
っ
て
、
社
会
貢
献
を
し

て
い
き
た
い
。
」
と
の
思
い
を
本

部
長
に
伝
え
ら
れ
た
。

地
方
協
力
本
部
長
の
予
備
自
衛

官
等
協
力
事
業
所
に
認
定
さ
れ
た

の
は
、
佐
賀
市
に
所
在
す
る
株
式

会
社
佐
賀
ク
リ
ー
ン
環
境
。

即
応
予
備
自
衛
官
を
１
名
雇
用
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
令
和
2

年
７
月
豪
雨
の
災
害
派
遣
の
際
、

即
応
予
備
自
衛
官
招
集
に
も
快
く

ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

代
表
取
締
役
の
西
川
氏
か
ら
は
、

「
今
回
の
認
定
を
機
に
、
自
衛
隊

と
地
域
社
会
の
絆
を
深
め
て
行
く

こ
と
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。
」

と
の
思
い
を
い
た
だ
い
た
。

前本部長から大臣認定証の交付を受ける
中島工務店代表取締役の中島氏

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
「
今

後
も
雇
用
企
業
の
方
々
に
制
度
広

報
等
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
認
識
を

深
め
て
頂
き
、
信
頼
と
協
力
を
獲

得
す
る
と
と
も
に
、
予
備
自
衛
官

等
の
勢
力
拡
大
を
図
っ
て
い

く
。
」
と
し
て
い
る
。

前本部長から地方協力本部長認定証の交付を受ける
佐賀クリーン環境代表取締役の西川氏

唐
津
出
張
所
は
、
2
月
24
日

（
水
）
玄
海
町
役
場
、
3
月
17
日

（
水
）
に
唐
津
市
役
所
を
訪
問
し
、

地
元
出
身
の
令
和
2
年
度
入
隊
予

定
者
を
紹
介
し
た
。

令
和
2
年
度
は
、
唐
津
市
か
ら

８
名
、
玄
海
町
か
ら
１
名
の
若
者

が
入
隊
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
長
、
町
長
を
訪
問
し
た

入
隊
予
定
者
は
出
身
地
区
、
採
用

種
目
、
入
隊
先
を
紹
介
し
た
。

入
隊
抱
負
を
述
べ
た
後
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
長
及
び
町
長
か
ら
「
不

安
な
の
は
皆
同
じ
、
慣
れ
る
ま
で

大
変
か
も
し
れ
な
い
が
周
囲
の
人

達
と
助
け
合
っ
て
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
。
」
と
、
こ
れ
か
ら
自
衛

官
と
し
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

す
若
者
に
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。

唐
津
出
張
所
は
、
「
入
隊
予
定

者
が
入
隊
後
、
教
育
隊
の
訓
練
を

乗
り
越
え
、
立
派
な
陸
・
海
・
空

自
衛
隊
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
」
と
し
て
い
る
。

唐津市長へ入隊の抱負を述べる入隊予定者

玄海町長と和やかに懇談中の入隊予定者

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
３
月
19

日(

金)

、
佐
賀
農
業
高
校
に
お
い

て
、
学
校
説
明
会
を
実
施
し
た
。

本
説
明
会
で
は
、
自
衛
隊
の
制

度
説
明
の
ほ
か
、
体
験
授
業
と
し

て
、
校
内
に
展
示
し
た
陸
上
自
衛

隊
の
大
型
車
両
へ
の
乗
車
体
験
等

を
行
っ
た
。

体
験
授
業
の
際
、
大
型
車
両
を

目
の
当
た
り
に
し
た
生
徒
た
ち
か

ら
は
、
運
転
席
に
あ
る
計
器
類
や

後
部
荷
台
の
座
席
等
に
つ
い
て
、

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
間
近

で
見
た
自
衛
隊
車
両
へ
の
興
味
が

尽
き
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
説
明
会
に
同
行
し
た
武

雄
地
域
事
務
所
で
臨
時
勤
務
中
の

樋
渡
海
士
長
は
、
佐
賀
農
業
高
校

の
卒
業
生
で
あ
り
、
先
輩
と
し
て
、

自
身
の
志
望
動
機
や
入
隊
後
の
仕

事
内
容
及
び
体
験
談
な
ど
を
熱
弁

し
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
話
を
真
剣

な
眼
差
し
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

武
雄
所
は
、
「
今
後
も
学
校
説

明
会
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
の
周
知

と
理
解
の
獲
得
を
図
る
と
と
も
に
、

積
極
的
な
募
集
活
動
に
邁
進
し
て

優
秀
な
隊
員
の
募
集
に
尽
力
し
た

い
。
」
と
し
て
い
る
。

大型車両後部荷台へ体験乗車をする生徒

母校の後輩達に体験談をする樋渡海士長

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
３
月
16

日
（
火
）
基
山
町
、
３
月
24
日

（
水
）
吉
野
ヶ
里
町
に
お
い
て
、

自
治
体
、
防
衛
協
会
及
び
自
衛
隊

家
族
会
が
主
催
し
た
入
隊
予
定
者

激
励
会
を
支
援
し
た
。

基
山
町
の
激
励
会
で
は
、
基
山

町
長
を
は
じ
め
22
名
（
内
入
隊
予

定
者
３
名
）
の
方
が
参
加
さ
れ
、

入
隊
予
定
者
に
対
し
町
長
か
ら
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

激
励
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

吉
野
ヶ
里
町
の
激
励
会
で
は
、

吉
野
ヶ
里
町
防
衛
協
会
会
長
で
あ

る
吉
野
ヶ
里
町
長
を
は
じ
め
21
名

（
内
入
隊
予
定
者
４
名
）
の
方
が

参
加
さ
れ
、
防
衛
協
会
会
長
及
び

同
家
族
会
会
長
か
ら
激
励
の
言
葉

及
び
激
励
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

入
隊
予
定
者
は
、
激
励
の
言
葉

を
受
け
「
期
待
に
応
え
ら
れ
る
様

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
」
「
困
っ

て
い
る
人
を
助
け
れ
る
自
衛
官
に

な
り
た
い
と
思
う
。
」
等
の
入
隊

に
向
け
た
前
向
き
な
気
持
ち
を

語
っ
て
い
た
。

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
「
こ
れ

か
ら
も
自
治
体
や
協
力
団
体
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
支
援
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
く
。
」
と
し
て

い
る
。

基山町 参加者全員での記念撮影

吉野ヶ里町 参加者全員での記念撮影

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
３
月
17

日
（
水
）
、
北
陵
高
等
学
校
の
航

空
科
、
自
動
車
科
の
２
年
生
23
名

に
対
し
、
学
校
説
明
会
を
実
施
し

た
。こ

の
説
明
会
は
、
学
校
担
当
広

報
官
山
口
２
等
海
曹
の
熱
意
あ
ふ

れ
た
学
校
訪
問
・
説
明
等
に
よ
り
、

信
頼
関
係
を
構
築
し
た
こ
と
か
ら

機
会
を
得
た
も
の
で
、
授
業
時
間

の
一
部
を
頂
い
て
、
約
1
時
間
に

渡
り
、
自
衛
隊
の
制
度
・
魅
力
に

つ
い
て
説
明
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て

は
、
生
徒
か
ら
、
「
手
当
等
は
ど

ん
な
時
に
つ
く
の
で
す
か
」
等
、

自
衛
隊
の
給
与
制
度
、
福
利
厚
生

等
の
現
実
的
な
質
問
も
飛
び
出
し
、

自
衛
隊
へ
の
関
心
度
の
高
さ
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
「
今
後

も
学
校
説
明
会
を
積
極
的
に
実
施

し
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
対

し
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
し
、
入

隊
・
入
校
に
つ
な
が
る
募
集
活
動

を
実
施
し
て
い
く
。
」
と
し
て
い

る
。

説明会（授業）の様子

副校長先生との懇談

援
護
課

唐
津

武
雄

鳥
栖

佐
賀


